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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はTNF受容体スーパーファミリーに属する。コードされているタンパク質は免疫系の抗原提示細胞上の受容体であり、T細胞依存性免疫グロブリンクラススイッチ、メモリーB細胞の分化、胚中心形成など、多様な免疫応答および炎症応答の媒介に必須である。ATフック転写因子AKNAは、この受容体とそのリガンドの発現を協調的に制御することが報告されており、これは同型細胞間相互作用に重要である可能性がある。アダプタータンパク質TNFR2はこの受容体と相互作用し、シグナル伝達のメディエーターとして機能する。この受容体とそのリガンドの相互作用は、アミロイドβ誘導性ミクログリア活性化に必要であることが判明しており、アルツハイマー病の発症初期段階であると考えられている。この遺伝子に影響を与える変異は、常染色体劣性高IgM免疫不全症3型（HIGM3）の原因である。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。 [RefSeq提供、2014年11月]
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	Raji 細胞溶解物に対する CD40 マウス mAb を使用したウエスタン ブロット分析。
	

	CD40 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。

